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 全国的にそして本県、本市においても小中学生における「不登校問題」が顕著になってまいりまし

た。特に、長期休業明け、新学期開始直後は生活リズムを取り戻すことがなかなか難しく、遅刻や欠

席が多くなってしまう児童がいます。また、宿題がなかなか消化できず、登校に対する意欲減退、ひ

いては学力不振につながる傾向があります。学校生活は、基本的に集団生活であり、学習や運動だけ

でなく、社会性など多くのことを培うところです。社会性は、「人とのやり取りを通して」「成功や失

敗を繰り返しながら」「『どうすればよかったか』を自分で考える中で」少しずつ育っていきます。大

人の役割は、「経験の質」を支えること、つまり、子どもが社会的な経験を安心して積めるよう、環

境を整えることが大切です。学校での学びを支えていただくためにも、安心してお子さんが登校へ

気持ちを傾けるよう、お家でのご支援をよろしくお願いいたします。（Web;「note」参照） 

 

                                                                                                                                                       

 ３学期は、新年のスタートでもあります。始業式を終えた児童は、大掃除や学級活動に取り組みなが

ら、新しいスタートへの気持ちを新たにしているようでした。中には、休み明けということで、スイッチ

がまだ切り替わらないような様子の児童も見られましたが、それを乗り越えるのが児童にとっての学習

です。生活や気持ちを切り替えながら、新たなスタートを切ってほしいと思います。 

   

 

 

                                                                                                                                                       

新タブレット端末が導入される予定です。→１月 13日（火）14日（水）でタブレット、貸出している

充電コードを回収します。よろしくお願いします。 

 

   

「新年明けましておめでとうございます。」 
令和８年、２０２６年になり、第３学期がいよいよ始まりました。子どもたちの元気

な姿に会えることができ、うれしさ、安堵の思いでいっぱいです。新たな年を迎え、
進学・進級を念頭に置きながら、児童一人一人がめあてを立ててしっかりと頑張る
ことができるよう、教職員一丸となって充実した教育を遂行してまいりたいと思い
ます。今年も、昨年と変わらぬご理解ご支援をよろしくお願いいたします。 

  

３学期の予定 

規則正しい生活習慣と学校生活（集団生活） 

３学期スタート 


